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無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

寺
を
開
い
た
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
。
無
住
と
聖
一
の
出
会
い
は
無
住
が
中
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
、
聖
一
が
す
で
に
朝
廷
貴

(
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族
を
は
じ
め
そ
の
他
の
多
く
の
権
力
者
の
帰
依
を
受
け
て
、
知
名
度
の
最
も
高
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
無
住
は
い
く
つ
か
の
著
作
を
、
ま
た
聖

一
の
場
合
は
、
直
接
彼
の
手
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
語
録
、
年
譜
を
世
に
残
し
て
お
り
、

さ
て
従
来
、
研
究
者
の
間
で
無
住
の
仏
教
思
想
の
特
徴
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
禅
教
一
致
説
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
禅
教

一
致
説
の
由
来
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ
か
れ
、
必
ず
し
も
帰
一
を
見
て
い
な
い
。
例
え
ば
岩
波
文
庫
本
『
沙
石
集
』
の
「
解
説
」
で
は
、
「
禅
教

一
致
は
、
師
聖
一
の
義
勢
で
あ
る
。
無
住
の
説
く
と
こ
ろ
、

(
―
二

0
二
＼
―
二
八
〇
）

つ
ね
に
こ
の
主
旨
に
拠
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
永
明
延
寿
の
宗
鏡
録
を
詮
と
し
て
、

戒
定
慧
の
諸
宗
、
同
じ
く
信
じ
て
偏
執
な
し
と
い
ひ
、
諸
宗
を
公
平
に
批
判
し
よ
う
と
す
る
態
度
に
で
て
い
る
。
圭
峰
宗
密
の
語
を
愛
し
て
い

る
の
も
、
同
じ
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
さ
れ
、
無
住
の
禅
教
一
致
の
思
想
が
日
本
で
は
そ
の
師
聖
一
、
中
国
で
は
宗
密
に
よ
っ
て
い
る
、
と

い
う
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
沙
石
集
』
の
「
解
説
」
で
は
、
無
住
の
「
学
識
の
中
心
を
な
す
も

の
は
中
国
の
永
明
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
、
竜
樹
の
『
大
智
度
論
』
と
智
顕
の
『
摩
詞
止
観
』
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
日
本
の
聖
一
と
中
国
の
宗
密
に

者
の
思
想
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
住
(
―
ニ
ニ
六
＼
一
三
―
二
）

は
聖
一
の
法
嗣
で
あ
る
。
聖

は

じ

め

に

何

無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

は
か
つ
て
渡
宋
し
、
帰
国
後
、
京
都
の
東
福

そ
れ
ら
を
通
し
て
、
今
日
、
我
々
は
両

燕
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つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
無
住
と
中
国
仏
教
と
の
思
想
的
関
連
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
両
者
共
に
一
致
し
て
お
り
、
注

目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
も
、

ひ
と
ま
ず
無
住
の
思
想
が
禅
教
一
致
説
で
あ
る
と
い
う
説
に
従
う
が
、
無
住
の
禅
教
一
致
説
が
果
た
し
て
聖
一
の
そ
れ
に
基
づ
い

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
宗
密
の
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
、
以
下
の
手
順
で
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
な

る
。
ま
ず
無
住
の
諸
伝
記
及
び
そ
の
著
『
沙
石
集
』
等
と
聖
一
の
諸
伝
記
お
よ
び
そ
の
語
録
を
手
が
か
り
に
、
そ
も
そ
も
聖
一
に
禅
教
一
致
の

思
想
が
あ
っ
た
か
否
か
を
問
う
。
そ
し
て
次
に
『
沙
石
集
』
等
に
見
え
る
宗
密
に
つ
い
て
の
言
及
を
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
見
え
る
宗
密
の

思
想
に
照
射
し
つ
つ
、
両
者
の
禅
教
一
致
説
の
関
連
性
を
追
求
す
る
。
従
来
、
無
住
は
、

(
2
)
 

れ
ず
、
た
だ
中
世
仏
教
説
話
の
分
野
の
研
究
対
象
と
し
て
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
の
考
察
が
無
住
の
仏
教
思
想
の
周
縁
と

一
、
無
住
と
聖

一
般
に
日
本
禅
思
想
史
研
究
の
中
で
あ
ま
り
重
視
さ

無
住
と
聖
一
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
無
住
の
伝
記
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

釈
一
円
、
号
は
無
住
、
又
、
名
は
道
暁
。
（
中
略
）
十
九
に
し
て
、
（
相
）
州
の
山
寺
に
投
ぜ
ら
れ
、
薙
髪
を
稟
具
す
。
此
の
時
、
教
門
の

た
ま

名
徳
の
太
半
は
東
関
に
在
り
。
暁
は
倶
舎
頌
疏
を
幸
円
僧
都
に
習
い
、
法
華
玄
義
を
法
身
大
徳
に
聴
く
。
二
十
七
に
し
て
、
適
た
ま
長
楽

寺
に
上
り
、
蔵
斐
の
誉
公
に
依
る
。
参
禅
の
暇
に
、
釈
論
及
び
円
覚
を
聴
く
。
二
年
を
鍮
て
、
円
城
の
実
道
法
師
に
謁
し
、
止
観
の
旨
を

質
す
。
ま
た
、
南
京
に
趨
き
、
持
犯
・
開
遮
に
、
其
の
蘊
を
尽
く
し
得
る
。
菩
提
寺
に
居
る
こ
と
五
載
。
密
水
を
遡
徊
し
、
法
相
の
玄
致

に
傍
通
す
。
凡
そ
当
時
の
講
説
の
場
、
経
歴
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
後
に
聖
一
国
師
に
東
福
に
見
え
、
経
論
の
奥
義
を
問
い
、
其
の
資
深
き

(
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こ
と
に
服
し
て
、
弟
子
の
列
に
就
き
、
遂
に
禅
要
を
受
け
り

（
原
漢
文
。
括
弧
内
は
引
用
者
、
以
下
同
様
）

そ
の
実
態
を
よ
り
客
観
的
に
解
明
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
八



無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

尾
州
霊
鷲
山
の
長
母
寺
の
無
住
一
円
国
師
は
、
（
中
略
）
十
九
に
し
て
、
常
山
の
寺
に
投
ぜ
ら
れ
、
薙
髪
を
票
具
す
。
顕
密
性
相
と
持
犯
開

(
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遮
に
周
流
習
串
し
、
玄
致
に
通
達
す
。
後
に
蔵
斐
誉
公
に
長
楽
に
参
じ
、
聖
一
に
東
福
に
見
え
、
弟
子
の
列
に
就
く
（
原
漢
文
）

こ
れ
ら
の
記
事
を
通
覧
す
る
と
、
聖
一
と
出
会
う
以
前
に
無
住
が
す
で
に
仏
教
の
倶
舎
、
法
華
玄
義
を
学
び
、

わ
か
る
。
そ
の
参
禅
の
暇
に
、
『
釈
論
』
、
『
円
覚
経
』
の
講
義
を
聴
き
、

さ
ら
に
天
台
の
止
観
の
旨
を
た
だ
し
、
戒
律
や
法
相
な
ど
に
も
通
暁
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
聖
一
に
弟
子
の
礼
を
と
っ
た
理
由
は
、
無
住
が
聖
一
に
「
経
論
の
奥
義
を
問
い
、
其
の
資
深
に
服
」
し
た
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。

い
わ
ば
仏
教
に
対
す
る
聖
一
の
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
に
傾
倒
し
、
遂
に
そ
の
禅
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
限
り
、
両
者
の
間
に
い
わ
ゆ
る
禅
教
一
致
に
関
す
る
参
問
の
痕
跡
が
全
く
見
当
ら
な
い
。

で
は
、
聖
一
に
出
会
っ
た
時
の
情
況
を
無
住
自
身
は
ど
う
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
沙
石
集
』
を
幡
く
と
、

下
の
一
文
で
あ
ろ
う
。

故
東
福
寺
の
長
老
、
聖
一
和
尚
の
法
門
談
義
の
座
す
え
に
、

そ
の
か
み
の
ぞ
み
て
、
時
々
聴
聞
す
る
事
侍
り
し
に
、
顕
密
禅
教
の
大
網
誠

に
め
で
た
く
聞
こ
侍
り
き
。
そ
の
旨
を
え
ず
と
い
へ
ど
も
、
意
の
及
ぶ
所
の
義
門
、
肝
心
に
染
み
て
た
つ
と
く
お
ぼ
え
侍
り
き
。
恨
む
ら

く
は
晩
歳
に
あ
ひ
て
、
久
し
く
座
下
に
あ
ら
ざ
る
事
を
。
し
か
れ
ど
も
仏
法
の
大
意
能
々
慈
訓
を
か
ふ
り
侍
り
き
。
…
彼
和
尚
の
慈
訓
、
心

(
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の
底
に
く
た
ざ
し
と
思
う
故
に
書
き
つ
け
給
う
所
、
教
門
に
符
合
し
て
、
あ
や
ま
ち
な
き
法
門
な
る
べ
し

こ
れ
に
よ
る
と
、
無
住
が
聖
一
の
法
門
談
義
の
座
に
参
列
し
、
聴
聞
し
た
の
は
顕
密
禅
教
の
大
網
に
関
す
る
談
義
で
あ
る
。
そ
の
談
義
の
内
容

は
、
無
住
に
言
わ
せ
れ
ば
教
門
に
符
合
し
て
お
り
、
誤
り
が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聖
一
は
確
か
に
顕
密
禅
教
を
講
じ
て
は
い
た
が
、

で
は
、
聖
一
自
身
に
禅
教
一
致
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
か
ど
う
か
が
次
の
問
題
と
な
る
が
、

禅
教
一
致
に
つ
い
て
は
や
は
り
語
っ
た
痕
跡
が
な
い
。

ま
た
『
延
宝
伝
灯
録
』
に
も
同
様
な
こ
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
九

ま
た
参
禅
も
し
て
い
た
こ
と
が

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
以

そ
の
年
譜
と
語
録
を
通
読
す
る
限
り
、
無
準
師



上
の
諸
説
、
何
か
親
に
し
て

論
、
法
相
の
僧
か
ら
の
疑
難
を
説
伏
し
た
記
事
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
6
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範
か
ら
聖
一
へ
宛
て
た
手
紙
に
「
禅
教
兼
通
」
と
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
禅
教
一
致
に
関
す
る
直
接
的
な
言
及
或
い
は
そ
れ
に
近
い
意

味
の
言
及
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
こ
う
し
た
文
献
に
現
わ
れ
て
い
る
聖
一
の
思
想
は
む
し
ろ
臨
済
禅
の
色
彩
が
濃
く
、
臨
済
禅
の
い
わ
ゆ
る
「
大

機
大
用
」
の
思
想
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
禅
を
も
っ
て
教
門
の
僧
を
説
伏
し
た
、
以
下
幾
つ
か
の
記

事
か
ら
も
窺
わ
れ
う
る
。

師
は
七
十
歳
。
三
月
五
日
に
、
叡
山
の
法
印
静
明
が
来
謁
し
、
拍
く
に
四
種
三
昧
、
観
心
修
行
の
要
を
以
っ
て
す
。
師
は
則
ち
仏
祖
の
炉

（
原
漢
文
）

輔
を
開
き
、
向
上
の
鉗
鎚
を
提
し
、
相
施
二
待
の
巣
窟
を
鍛
練
す
。
明
の
疑
情
は
頓
息
し
、
泊
を
垂
れ
て
、
礼
を
作
し
て
曰
く
、
我
れ
来

た
り
和
尚
に
見
え
ざ
れ
ば
、
い
か
で
か
無
上
の
妙
道
を
聞
く
を
得
ん
や
。
恨
使
い
、
生
を
隔
だ
つ
も
、
敢
え
て
師
の
恩
を
忘
る
る
べ
か
ら

(
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ず
と
。
言
い
屹
わ
り
て
去
る

す
な
わ
ち
、
比
叡
山
の
僧
法
印
静
明
が
天
台
の
四
種
三
昧
・
観
心
修
行
の
要
を
問
う
た
の
に
対
し
て
、
聖
一
は
臨
済
宗
が
自
ら
の
禅
仏
教
を
「
仏

祖
の
炉
輔
」
、
そ
の
方
便
を
「
向
上
の
鉗
鎚
」
と
自
称
す
る
も
の
を
静
明
に
提
示
し
て
、
静
明
の
天
台
の
法
門
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
三

ら
ざ
る
に
、
翌
に
、
直
指
の
道
を
聞
く
べ
け
ん
や
、

性
・
相
の
諸
徳
の
来
た
り
て
、
別
伝
の
宗
旨
を
探
る
あ
ら
ば
、
則
ち
師
は
先
ず
其
の
宗
の
疑
難
を
設
け
以
っ
て
問
う
。
若
し
能
く
酬
答
す

す
な
わ

れ
ば
、
則
便
ち
示
す
に
向
上
の
鉗
鎚
を
以
っ
て
す
。
若
し
酬
答
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
師
は
乃
ち
之
を
咄
し
て
、
曰
く
、
子
未
だ
教
乗
に
精
た

(
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と
。
諸
徳
は
信
服
せ
ざ
る
も
の
無
し

（
原
漢
文
）

こ
こ
で
も
や
は
り
聖
一
は
自
分
の
法
門
を
「
別
伝
宗
旨
」
と
称
し
、
「
教
乗
」
よ
り
優
れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

時
頼
は
一
日
問
う
て
曰
く
、
善
知
識
よ
、
説
く
所
は
、
一
な
ら
ず
。
或
い
は
妄
心
縁
起
は
而
ち
生
滅
あ
り
、
真
心
は
凝
念
と
し
て
不
生
、
不

滅
な
り
と
説
く
。
或
い
は
大
疑
の
下
に
必
ず
大
悟
あ
り
と
説
く
。
或
い
は
著
念
の
起
き
る
を
須
っ
て
、
之
を
回
光
返
照
と
謂
う
と
説
く
如

何
か
疏
な
る
や
、
と
。
師
曰
く
、
這
裏
は
親
・
疏
を
論
ぜ
ず
、
と
。
曰
く
、
登
に
方
便
な
き
や
、
と
。
師

二

0



無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

一
物
を
説
か
ば
、
即
ち
中
ら
ず
。
時
頼
、
こ
れ
を
頷
み
て
、
即
ち
戒
・
衣
鉢
を
受
け
た
り
。
誓
い
て
曰
く
、
願
わ
く
は
法
門
の
外

護
と
為
り
、
慎
し
ん
で
、
相
い
忘
れ
る
こ
と
な
か
ら
ん
こ
と
を
。
師
、
須
く
早
に
額
陽
に
帰
り
て
其
の
君
臣
に
勧
め
て
、
此
の
法
門
に
入

(
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ら
し
む
べ
し
、
と

（
原
漢
文
）

と
あ
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
妄
心
縁
起
」
、
「
大
疑
大
悟
」
、
「
回
光
返
照
」
な
ど
は
「
一
心
」
を
も
っ
て
諸
宗
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
唐
末
五

代
に
活
躍
し
て
い
た
永
明
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
の
通
篇
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
当
時
の
禅
宗
に
お
け
る
各
派
の
主
張
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
宗

(10) 

鏡
録
』
を
一
読
す
れ
ば
判
然
で
あ
る
。
恐
ら
く
聖
一
が
『
宗
鏡
録
』
を
講
じ
た
時
、
北
条
時
頼
は
そ
れ
を
聴
い
て
、
右
の
引
用
に
見
え
る
質
問

を
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
そ
う
し
た
諸
説
は
ど
れ
が
正
し
い
か
」
と
時
頼
が
質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
聖
一
は
「
こ
こ
で
は
正
し
い
と
か
正
し

く
な
い
と
か
を
論
じ
な
い
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
時
頼
が
「
ど
う
し
て
方
便
が
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
反
問
し
た
。
聖
一
は
「
説

(11) 

似
一
物
即
不
中
」
と
い
う
唐
代
の
懐
譲
の
言
葉
を
も
っ
て
答
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
一
は
禅
と
教
は
ど
っ
ち
が
正
し
い
か
と
か
、
禅
教
一
致

と
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
回
避
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
周
知
の
如
く
、
問
答
に
際
し
て
、
回
避
態
度
を
と
る
の
は
「
教

外
別
伝
、
不
立
文
字
」
と
い
う
禅
的
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
禅
宗
の
参
問
の
特
徴
の
―
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
別
伝
宗
旨
」
に
つ
い

で
は
、
聖
一
が
専
ら
臨
済
禅
を
高
揚
し
、

そ
れ
以
外
の
教
え
、
例
え
ば
顕
・
密
・
教
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、

そ

う
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
聖
一
が
藤
原
実
経
に
送
っ
た
『
東
福
寺
年
月
日
須
知
簿
』
の
末
尾
に
自
分
の
経
歴
を
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

十
五
日
、
師
、
東
福
寺
年
月
日
須
知
簿
を
記
し
て
、
藤
丞
相
実
経
に
上
る
。
其
の
簿
の
尾
に
曰
く
、
円
爾
、
法
の
為
に
身
を
忘
れ
、
危
亡

を
顧
り
み
ず
、
万
里
の
風
波
を
凌
し
、
雙
径
の
法
流
を
稟
け
、
倭
漠
を
周
旋
し
て
、
知
識
を
遍
参
す
。
顕
密
禅
教
、
大
小
内
外
、
粗
捜
精

要
、
頗
る
梗
概
を
得
た
り
。
然
り
而
し
て
、
能
・
所
の
施
は
車
の
両
輪
の
如
く
、
内
外
の
護
は
鳥
の
雙
翼
の
如
し
。
円
爾
、
先
君
の
台
命

を
添
な
く
蒙
り
て
、
は
じ
め
て
般
若
の
叢
林
を
開
き
、
直
饒
え
、
劫
石
は
移
す
べ
く
も
、
願
心
は
退
く
こ
と
無
し
。
上
は
四
恩
を
報
い
、
下

て
は
「
説
似
一
物
即
不
中
」
な
の
で
あ
る
。

曰
く
、



（
原
漢
文
）

は
三
有
を
資
す
。
法
界
の
有
情
、
円
種
智
を
同
じ
く
す
。
凡
そ
我
れ
の
徒
た
る
も
の
は
、
亦
た
、
山
院
・
村
寺
と
雖
も
、
宜
し
く
此
の
法

(12) 

を
護
る
べ
し
、
と

実
経
に
外
護
を
依
頼
す
る
意
味
も
含
ん
だ
こ
の
一
文
は
聖
一
が
仏
教
知
識
と
し
て
曾
て
顕
密
禅
教
、
大
（
乗
）
小
（
乗
）
内
（
仏
教
）
外
（
儒

教
な
ど
）
に
つ
い
て
詳
細
に
探
求
し
、

そ
の
梗
概
を
得
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
禅
教
一
致
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ

な
い
。
な
お
聖
一
の
仏
教
知
識
の
こ
う
し
た
豊
富
さ
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
彼
が
四
二
歳
の
と
き
、
藤
原
道
家
は
彼
を
日
本
国
総
講
師
に

(13) 

任
命
し
よ
う
と
し
た
が
、
聖
一
は
そ
れ
を
辞
退
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
聖
一
の
年
譜
と
そ
の
語
録
を
見
る
限
り
で
は
、
聖
一
が
顕
密
禅
教
に
精
通
は
し
て
い
る
が
、
禅
教
一
致
と
い
う
こ

と
を
唱
え
た
思
想
の
痕
跡
は
全
く
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
後
世
に
編
集
さ
れ
た
聖
一
の
種
々
の
伝
記
に
目
を
向
け
て

聖
一
に
関
す
る
諸
伝
記
の
な
か
で
、
そ
の
成
立
が
最
も
早
い
と
認
め
ら
れ
る
『
元
亨
釈
書
』
で
は
聖
一
が
「
化
治
畿
彊
、
禦
外
侮
而
立
正
宗
、

(14) 

整
教
網
而
提
禅
網
、
蓋
得
祖
道
之
時
者
乎
」
と
そ
の
作
者
は
讃
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
聖
一
の
一
生
は
「
外
侮
」
を
禦
ぎ
、
「
正
宗
」
を
立
て
、

「
教
網
」
を
整
え
、
「
禅
網
」
を
提
唱
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
聖
一
の
思
想
を
禅
教
一
致
だ
と
考
え
る
こ
と
は
こ
の
文
か
ら

見
て
も
到
底
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
時
代
が
か
な
り
降
っ
て
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三

S
一
六
八

0
)
に
成
立
し
た
『
延
宝
伝
灯
録
』
（
相
州
沙

門
師
螢
撰
）

に
お
い
て
も
聖
一
の
禅
教
一
致
説
に
関
す
る
記
事
が
全
く
見
当
ら
な
い
。
ま
た
『
延
宝
伝
灯
録
』
の
成
立
と
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す

る
『
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』
（
支
那
沙
門
性
激
高
泉
撰
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
更
に
上
述
の
師
豊
の
撰
と
さ
れ
る
『
本
朝
高
僧
伝
』
も
や
は

り
例
外
で
は
な
く
、

み
よ
う
。

た
だ
そ
の
文
末
に
先
に
引
い
た
『
元
亨
釈
書
』
と
同
様
な
言
葉
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
、
無
住
の
禅
教
一
致
説
が
聖
一
の
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
を
、
無
住
と
聖
一
と
の
出
会
い
に
関
す
る
記
事
、
特

に
聖
一
の
年
譜
と
語
録
及
び
聖
一
に
関
す
る
そ
の
他
の
幾
つ
か
の
代
表
的
な
伝
記
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に



こ。t
 

み
よ
う
。

無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

聖
一
は
顕
密
禅
教
に
精
通
し
て
い
た
が
、
禅
教
一
致
を
唱
え
た
思
想
の
痕
跡
が
全
く
見
当
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
聖
一
の
思

想
の
主
旨
が
禅
教
一
致
で
あ
り
、
無
住
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
、
と
い
う
判
断
を
下
す
こ
と
は
些
か
早
計
に
過
ぎ
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
無

住
の
禅
教
一
致
の
思
想
は
一
体
誰
に
基
づ
い
て
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
我
々
は
研
究
の
視
点
を
中
国
の
宗
密
に
移
し
て

二

、

無

住

と

宗

密

宗
密
は
中
国
の
伝
統
思
想
の
な
か
で
は
三
教
一
致
を
主
張
し
、
仏
教
内
部
で
は
禅
教
一
致
説
（
も
し
く
は
教
禅
一
致
）
を
主
張
し
て
い
た
人

物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
三
教
一
致
の
思
想
を
鮮
明
に
現
し
て
い
る
の
は
『
華
厳
原
人
論
』
で
あ
り
、

一
方
、
禅
教
一
致
の
思
想
を
顕

(15) 

著
に
表
明
し
て
い
る
の
は
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
日
多
く
の
学
者
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
さ
ら
言

う
ま
で
も
な
い
。
彼
の
思
想
は
唐
末
五
代
の
永
明
延
寿
に
継
承
さ
れ
た
以
外
に
そ
の
影
響
が
後
世
の
中
国
本
土
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し

(16) 

か
し
一
方
、
そ
の
著
書
が
早
く
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
日
本
で
は
多
く
の
共
鳴
者
を
得
た
の
で
あ
る
。
無
住
が
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ

さ
て
、
も
し
無
住
の
禅
教
一
致
説
が
宗
密
の
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
摂
取
の
痕
跡
を
探
求
す
る
た
め
の
最
も
簡
易
な

や
『
雑
談
集
』
な
ど
が
あ
る
が
、

方
法
は
無
住
の
著
作
に
お
け
る
宗
密
に
つ
い
て
の
言
及
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
無
住
の
著
作
と
し
て
は
『
沙
石
集
』
の
他
に
、
『
聖
財
集
』

そ
れ
ら
を
通
読
す
る
限
り
、
宗
密
に
つ
い
て
の
言
及
は
僅
か
数
箇
所
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
吟
味

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
無
住
が
宗
密
の
語
を
愛
し
、
宗
密
の
思
想
を
摂
取
し
た
痕
跡
容
易
に
求
め
う
る
の
み
な
ら
ず
、
無
住
が
当
時
日

本
仏
教
に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
を
行
な
っ
た
理
論
根
拠
の
一
斑
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
宗
密
に
関
す
る
言
及
の
中
で
重
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
を
、
『
沙
石
集
』

の
中
か
ら
幾
つ
か
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。



へ
り。

文
の
意
は
妄
心
分
別
は

こ
れ
狂
乱
な
り。

真
心
を
わ
す
る
る。
一

念
不
生
は
こ
れ
惟
悟
な
り。

本
心
を
あ
ら
は
す。

想
念
の
所

『
沙
石
集』

の
中
に
見
ら
れ
る
宗
密
に
つ
い
て
の
最
初
の
言
及
は
巻
三
の
「
栂
尾
の
上
人
の
物
語
の
事」

に
見
え
る。

近
代
も
道
に
志
有
る
人
あ
り
と
い
へ
ど
も、

半
ば
遁
世
の
風
情
か
は
り
た
り。

こ
れ
遁
世
の
あ
る
べ
き
様
を
知
ら
ざ
る
か、

知
り
な
が
ら

ま
な
び
が
た
き
か
。

思
出
な
き
身
に
こ
そ。

夫
一

切
衆
生
皆
霊
知
覚
了
の
性
を
具
せ
り。

こ
の
性
即
ち
仏
性
な
り。

こ
の
仏
性
を
忘
れ
る

る
を、

生
死
の
凡
夫
と
い
ふ
。

本
覚
の
真
心
に
そ
む
き
て、

幻
化
の
塵
境
に
著
す
る
を、

無
明
妄
想
と
い
ふ
。

然
れ
ば、

法
身
の
大
儀
を

わ
す
れ
ぬ
こ
そ、

ま
こ
と
の
道
人
の
あ
る
べ
き
や
う
に
て
侍
る
べ
け
れ。

圭
峯
禅
師
の
曰
は
く、

以
空
寂
為
自
事。

勿
認
色
身。

以
霊
知

為
自
心、

勿
認
妄
念。

作
有
義
事
是
裡
悟
心。

作
無
義
事
是
狂
乱
心。

狂
乱
由
情
念、

臨
終
被
業
牽。

裡
悟
不
随
情。

臨
終
能
転
業
と
い

作
は
皆
無
義
也。

無
常
の
果
を
う
く
無
念
の
修
行
は、

こ
れ
有
義
也。

常
住
の
理
に
か
な
ふ
。

此
故
に
臨
終
に
妄
業
に
ひ
か
れ
ず
し
て、

自

在
の
妙
薬
を
得
ん
と
思
は
ば、

行
住
坐
臥
に
妄
念
を
ゆ
る
さ
ず
し
て、

本
心
を
あ
き
ら
む
べ
し
…
此
故
に
孔
子
の
物
語、

あ
ま
ね
く
天
下

の
人
を
を
し
へ
て、

仏
法
に
入
る
方
便
也。

大
唐
の
祖
師
の
教
誡、

本
朝
の
上
人
の
物
語、

わ
す
る
る
事
な
く
し
て、

道
人
の
あ
る
べ
き

や
う
を
わ
き
ま
へ
ば、

人
身
を
う
け
た
る
思
出
な
る
べ
し。

古
徳
の
言、

先
達
の
誡
め、

識
に
薫
じ、

神
に
染
め、

骨
に
き
ざ
み、

紳
に

(

17
)
 

か
く
べ
し

出
家
者
の
有
り
様、

遁
世
者
の
有
り
様
を
説
く
こ
の
説
話
の
中
で、

無
住
は
宗
密
の
言
葉
を
原
漢
文
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く、

し

か
も
宗
密
の
言
葉
を
「
教
誡」

と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る。

こ
れ
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う。
「
孔
子
の
物
語」、
「
本
朝
の
上
人
の
物
語」

と

い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て、
「
大
唐
の
祖
師」

の
言
葉
を
「
教
誡」

で
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
無
住
の
当
時
の
心
情、

す
な
わ
ち
そ

の
宗
教
的
依
存
点
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
「
孔
子
の
物
語」

や
「
本
朝
の
上
人
の
物
語」

は
普
＜
天
下
の
人
々
を
導
き、

仏
法

に
入
る
方
便
で
あ
り、

そ
れ
ら
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
が、

し
か
し
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
「
物
語」

で
あ
っ
て、
「
教
誡」

で
は
な
い
。

し
た

が
っ
て、

こ
の
表
現
か
ら
は
同
時
に
ま
た
無
住
が
当
時
の
日
本
仏
教
を
公
平
に
批
判
す
る
理
論
根
拠
の
一

端
も
容
易
に
窺
わ
れ
う
る。

概
し
て

ニ

四



言
え
ば
、

無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

そ
の
批
判
が
「
物
語
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、

し
た
無
住
は
、
宗
密
の
思
想
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
、
以
下
、
こ
れ
を
考
え
て
み
よ
う
。

二
五

む
し
ろ
そ
の
根
拠
を
「
教
誡
」
の
方
に
求
め
い
て
い
る
と
い
っ
た
方
が

遥
か
に
適
切
で
あ
ろ
う
。

(18) 

宗
密
の
こ
の
語
は
ま
た
無
住
の
『
沙
石
集
』
巻
四
の
八
「
道
人
執
着
を
捨
つ
可
き
事
」
に
も
見
え
る
。
無
住
が
そ
れ
を
止
観
修
行
の
肝
要
と

(19) 

し
、
さ
ら
に
こ
の
説
話
の
最
後
に
宗
密
の
言
葉
を
題
に
し
て
五
首
の
和
歌
を
作
っ
て
い
る
。
和
歌
の
素
材
と
す
る
程
に
、
宗
密
の
言
葉
に
傾
倒

無
住
が
『
沙
石
集
』
の
な
か
で
、
明
ら
か
に
宗
密
の
禅
教
一
致
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
を
取
り
上
げ
た
の
は
巻
四
の
「
無
言
上
人
の
事
」

の
説
話
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
南
都
仏
教
の
四
人
の
「
無
言
の
上
人
」
が
「
無
言
の
道
場
」
に
入
っ
た
が
、
不
覚
に
も
無
言
の

禁
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
例
に
取
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
誤
っ
た
と
こ
ろ
を
中
国
仏
教
各
宗
の
祖
師
の
言
葉
を
引
用
し
て
批
判
し
な
が
ら
、
無

住
自
ら
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
こ
の
説
話
の
な
か
で
、
無
住
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

圭
峯
宗
密
も
禅
は
仏
の
意
、
教
は
仏
の
言
、
諸
仏
は
心
に
相
応
す
と
云
ひ
て
、
三
宗
三
教
の
和
合
の
事
、
宗
鏡
録
の
第
三
十
四
巻
半
分
以

(20) 

下
（
に
）
こ
れ
あ
り
。
ま
た
圭
峯
の
禅
源
諸
詮
の
中
に
之
有
り
。
上
巻
の
終
わ
り
也
。
道
人
尤
も
こ
れ
を
見
給
う
べ
し

と
こ
ろ
が
、
宗
密
の
こ
の
言
葉
は
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』

（
原
漢
文
）

で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

初
に
師
に
本
末
有
り
と
言
う
者
は
、
諸
宗
の
始
祖
は
即
ち
是
れ
釈
迦
な
り
。
経
は
是
れ
仏
の
語
、
禅
は
是
れ
仏
の
意
、
諸
仏
の
心
口
は
必

(21) 

ず
相
違
せ
ず
を
謂
う

す
な
わ
ち
無
住
は
宗
密
の
「
経
」
を
「
教
」
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
語
の
「
経
」
と
「
教
」
が
共
に
「
キ
ョ
ウ
」
と
発
音
す
る
こ

と
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
一
字
の
改
章
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
宗
密
の
場
合
は
、
「
経
」
と
は
釈

迦
が
説
い
た
言
葉
で
あ
り
、
従
っ
て
「
経
は
是
れ
仏
の
語
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
「
禅
」
は
仏
の
心
で
あ
り
、
従
っ
て
「
禅
は
是
れ
仏
の
意
」

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
経
」
と
「
禅
」
は
仏
の
口
と
心
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
住
が
「
経
」
を
「
教
」
に
改
窺
し



た
の
に
は
、
や
は
り
無
住
な
り
の
意
図
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
無
住
に
あ
っ
て
の
「
教
」
は
当
時
の
教
門
を
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
教
」
の
理
解
に
立
っ
た
上
で
禅
教
一
致
を
唱
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
宗

密
の
「
経
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
「
教
」
に
換
え
た
方
が
当
時
の
無
住
に
と
っ
て
は
有
効
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
我
々
は
少
な
く
と
も
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
。
従
来
、
無
住
の
禅
教
一
致
説
は
そ
の
師
聖

一
の
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者
の
考
察
し
た
限
り
で
は
、
聖
一
が
顕
密
禅
教
に
精
通
し
て
い
た
だ
け

で
、
禅
教
一
致
に
つ
い
て
の
言
及
お
よ
び
そ
れ
に
近
い
意
味
の
表
現
が
そ
の
語
録
や
年
譜
、
伝
記
に
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
聖
一
の

遍
歴
と
思
想
に
関
す
る
資
料
を
総
合
的
に
考
察
し
た
結
果
、
聖
一
の
思
想
が
む
し
ろ
従
来
の
臨
済
禅
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
臨
済
禅
の
立

場
に
立
っ
て
、
教
門
と
謂
わ
れ
る
天
台
、
法
相
、
三
論
な
ど
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
住
の
禅
教
一

致
説
が
聖
一
の
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
研
究
の
視
点
を
中
国
の
宗
密
に
転
じ
、
無

住
の
『
沙
石
集
』
に
言
及
さ
れ
て
い
る
宗
密
の
言
葉
と
宗
密
自
身
の
書
物
に
出
て
い
る
言
葉
と
を
照
射
し
つ
つ
考
察
し
た
限
り
で
は
、
無
住
は

当
時
の
日
本
仏
教
各
宗
派
が
互
い
に
自
優
他
劣
を
競
い
主
張
し
、
排
他
的
な
風
潮
に
落
ち
て
い
る
と
見
倣
し
、
そ
れ
ら
の
調
停
を
図
ろ
う
と
す

る
際
、
当
時
日
本
に
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
物
語
」
よ
り
も
、

む
し
ろ
唐
土
の
祖
師
の
「
教
誡
」
の
方
が
説
得
力
強
い
と
考
え
て
い
た
思
想

の
痕
跡
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
中
国
の
諸
祖
師
の
書
物
と
言
葉
が
頻
繁
に
そ
の
著
『
沙
石
集
』
等
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
も
な
る
ほ
ど
首

肯
で
き
よ
う
。
ま
た
中
国
の
数
多
く
の
祖
師
の
中
で
、
無
住
が
宗
密
の
言
葉
を
愛
し
、
自
ら
の
感
情
を
和
歌
に
託
し
て
そ
れ
を
現
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
彼
が
相
当
に
宗
密
の
思
想
に
共
鳴
し
て
い
た
、
な
ど
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
上
述
し
た
よ
う
に
彼
が
必
ず
し
も
宗
密
の
言

葉
や
思
想
を
忠
実
に
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。

二
六



乎゚

無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

師
年
譜
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
以
下
の
記
事
か
ら
も
窺
わ
れ
う
る
。

る
政
治
体
制
が
誕
生
し
た
、

が
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
を
起
し
つ
つ
あ
り
、

二
七

無
住
の
生
存
し
て
い
た
時
代
は
周
知
の
如
く
、
政
治
的
に
言
え
ば
、
す
で
に
古
代
貴
族
社
会
に
よ
る
政
治
支
配
が
崩
壊
し
、
武
士
社
会
に
よ

い
わ
ゆ
る
新
生
時
代
で
あ
っ
た
。
宗
教
的
に
言
え
ば
、
す
で
に
法
然
、
能
忍
、
栄
西
、
親
鸞
、
道
元
、
日
蓮
な
ど

い
わ
ば
人
材
輩
出
し
、
宗
派
林
立
し
、
新
し
い
仏
教
を
迎
え
る
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
た
宋
朝
中
国
と

の
交
通
が
再
開
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
日
中
間
の
物
的
、
人
的
往
来
交
流
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
代
雰
囲
気
と
社
会
背
景
に
生

き
て
い
た
仏
教
者
無
住
が
時
代
の
先
頭
に
立
っ
た
当
時
の
仏
教
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
比
し
て
言
え
ば
、
あ
る
意
味
で
は
そ
の
末
流
に
存
在
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
上
述
し
た
よ
う
に
知
識
欲
に
燃
え
た
彼
は
早
く
か
ら
当
時
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
仏
教
の
倶
舎
、
法
相
、
戒

律
、
天
台
、
真
言
、
浄
土
な
ど
の
学
問
を
諸
師
に
学
び
、

そ
し
て
中
年
に
な
っ
て
か
ら
は
宋
朝
か
ら
帰
国
し
た
聖
一
国
師
に
師
事
し
、
斬
新
な

中
国
の
禅
風
と
出
会
い
、
遂
に
臨
済
宗
の
僧
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
禅
門
に
入
っ
た
彼
は
必
ず
し
も
禅
を
専
業
と
し
、
坐
禅
を
唯
一
の

修
行
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
説
話
集
も
し
く
は
教
訓
録
と
も
い
う
べ
く
『
沙
石
集
』

(
1
0巻
）
、
『
聖
財
集
』
（
三
巻
）
と
『
雑
談
集
』
（
一

0
巻
）
を
世
に
残
す
一
方
で
、
禅
を
専
門
的
に
説
い
た
も
の
が
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
し
、

ま
た
『
聖
一
国

師
（
聖
一
）
五
十
三
歳
。
冬
往
相
陽
。
弟
子
一
円
（
無
住
）
在
尾
州
賀
崎
聞
師
赴
相
陽
。
営
点
心
等
物
、
祇
候
旅
邸
。
師
不
敢
略
伸
其
謝

而
呵
曰
、
汝
不
専
弁
道
、
輛
講
世
礼
、
甚
無
謂
也
。
古
人
云
、
行
者
円
信
始
生
、
善
須
将
養
。
若
渉
事
紛
動
、
令
道
芽
破
敗
、
登
不
其
然

(22) 

一
円
敬
唯
而
退

世
間
の
礼
儀
だ
け
を
知
っ
て
、
弁
道
に
専
念
し
て
い
な
い
と
し
て
聖
一
が
無
住
を
叱
っ
た
事
を
知
ら
せ
る
こ
の
記
事
は
、
無
住
の
人
格
を
物
語
っ

て
い
る
好
例
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
聖
一
の
弟
子
の
中
で
の
無
住
の
地
位
と
そ
の
影
響
を
端
的
に
示
し
て
い
る
一
例
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

結
び
に
か
え
て



確
か
に
坐
禅
を
本
業
と
す
る
一

般
の
禅
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば、

専
ら
説
話
の
編
纂
に
執
着
し
て
い
た
無
住
の
行
為
が
如
何
に
も
世
俗
的
な
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
彼
は
説
話
の
た
め
に
説
話
を
集
め
た
の
で
は
な
い
。

説
話
を
集
め
る
こ
と
を
通
し
て
自
分
の

仏
教
に
対
す
る
理
解
を
聞
明
し、

を
一

読
す
れ
ば
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う。

彼
が
説
話
文
学
の
中
で
の
地
位
に
つ
い
て
ど
う
見
る
べ
き
か
は
と
も
か
く
と
し
て、

少
な
く
と
も
そ

の
行
間
に
満
ち
て
い
る
彼
の
当
時
の
仏
教
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
の
態
度
及
び
そ
の
習
得
し
た
仏
教
知
識
の
豊
富
さ
と
そ
れ
に
対
す
る
深
甚
な

造
詣
は
特
に
人
々
の
目
を
ひ
か
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た、

そ
の
批
判
の
対
象
と
な
る
も
の
が
も
し
事
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば、

わ
れ
わ
れ
は
ま
た

そ
こ
か
ら、
従
来
理
解
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の
仏
教
と
異
な
っ
た
別
次
元
の
鎌
倉
時
代
の
仏
教
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

そ
れ
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
も
理
解
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
熱
烈
た
る
願
望
を
今
日
の
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
著

無
住、

禅
教
一

致
説、

聖
一
、

宗
密

注

(
1)

『
聖
一

国
師
年
譜』

に
よ
る
と、

聖
一

は
四
二
歳
の
時、

藤
原
良
実
の
父
の
請
に
よ
り、

入
京
し、

良
実
の
父
か
ら
「
聖
一

和
尚」
の
名
を
貰
い、

東
福
寺
第

一

世
と
な
っ
た。

ま
た
「
衣
笠
内
府
藤
家
以
下、

文
武
官
人、

瞭
礼
無
虚
日。

準
後
太
夫
人
亦
称
女
弟
子」
と
あ
る。

そ
の
他、

四
三
歳、

四
四
歳、

四
五
歳、

五
一

歳
の
記
事
に
も
そ
う
し
た
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る。

(

2

)

日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
沙
石
集』

の
「
解
説」

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
参
考
文
献
を
見
る
と、

説
話
文
学
の
立
場
か
ら
研
究
し
た
も
の
が
最
も
多
く、

仏
教

と
関
連
し
て
考
察
し
た
も
の
が
僅
か
二、

三
篇
し
か
な
い
。

(

3

)

『
大
日
本
仏
教
全
書』

第
一

〇
二
巻
所
収、

三
二
五
＼
二
六
頁。

(
4)

前
掲
書
第
一

〇
八
巻、
一

六
六
頁。

(

5

)

岩
波
文
庫
本
一

五
O
S
五
一

頁。

(

6

)

『
聖
一

国
師
年
譜』、
『
大
日
本
仏
教
全
書』

第
九
五
巻
所
収
―

二
七
頁。

(

7

)

『
聖
一

国
師
年
譜』
。
『
大
日
本
仏
教
全
書』

第
九
五
巻
所
収、

一

四
二
頁。

(

8

)

右
同‘
―

二
九
頁。

ニ

八



無
住
に
お
け
る
禅
教
一
致
説
の
受
容
に
つ
い
て

二
九

(
9
)

右
同
、
一
三
八
頁
。

(10)

『
宗
鏡
録
』
（
大
正
蔵
第
四
八
巻
所
収
）
の
第
一
巻
、
第
三
巻
、
第
五
巻
に
は
こ
の
よ
う
な
表
現
が
特
に
目
立
つ
。
参
照
さ
れ
た
い
。

(11)

『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
「
南
岳
懐
譲
」
の
条
に
は
、
「
乃
直
詣
曹
渓
六
祖
、
祖
問
、
什
麿
物
痣
麿
来
。
曰
、
説
似
一
物
即
不
中
」
と
あ
る
。

(12)

『
聖
一
国
師
年
譜
』
。
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
九
五
巻
所
収
、
一
四
五
頁
。

(13)

右
同
、
一
三
六
頁
。

(14)

右
同
、
第
一
〇
一
巻
、
ニ
ニ
―
頁
。

(15)

宗
密
の
思
想
に
関
す
る
数
多
く
の
研
究
書
の
中
で
、
日
本
で
代
表
的
な
も
の
は
先
ず
鎌
田
茂
雄
の
『
宗
密
教
学
の
思
想
史
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
、
一
九

七
五
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
氏
は
そ
の
著
の
中
で
、
こ
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

(16)

右
掲
書
第
八
、
九
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(17)

岩
波
文
庫
本
一
五

0
頁。

(18)

な
お
宗
密
の
こ
の
言
葉
は
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
見
え
ず
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
四
の
「
宗
密
」
の
条
に
見
え
る
。
無
住
は
こ
の
言
葉
を
『
景
徳
伝
灯
録
』

か
ら
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(19)

岩
波
文
庫
本
一
九
八
頁
。

(20)

右
同
、
一
六
三
頁
。

(21)

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
。
『
大
正
蔵
』
第
四
八
巻
所
収
、
四

0
0頁
b°

(22)

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
九
五
巻
所
収
、
一
三
八
頁
。
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済宗東福寺開山聖一，得臨済禅法。無住的仏教思想特色為“禅教一致"説，但対其由

来，以往学者一般認為是由来於其師聖ー。本文針対該主張提出了質疑，全文分両大

部分。第一部分，通過対『聖一国師語録』和『聖一国師年譜』等的考察，指出聖一

的著作中，未見有関於‘‘禅教一致”的言説；在記載与無住避追的各種文献中，也不見

他何談論過“禅教一致"。因此，主張無住的“禅教一致”説由来於聖一，似有不当。第

二部分対無住的著作進行了全面考察，指出無住在其著作中多次引用宗密的語言，並

説宗密的“禅教和合"'"吾頗愛之"等等。根拠這些事例，本文認為，無住的“禅教一

致"説由来於宗密，与聖一無直接関係。




